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アクティブラーニング論を通して高大接続・
トランジション改革にかける想い
溝上 慎一
京都大学高等教育研究開発推進センター 教育アセスメント室長 教授
　つ目に、最近みなさんご存知のように、昨
年の8月に教育課程企画特別部会で論点整理が
でてきて、小学校、中学校、高等学校ですが、
だいたいこれでいくという大きな方向性が示
されたわけですけれども、5月以降ずいぶん変
わってきていますよね。そのアクティブラーニ
ングの説明を、私としても危惧するところが大
きくありますので、お話ししたいと思います。
　特に協同性ということですね。「アクティブ
ラーニング＝協同」という表現では必ずしもあ
りませんが、ただ今まで個の学習はかなり私た
ち昔からしっかりやってきたと思います。そこ
に足りなかったのが、他者とか集団とかそう
いったその学習を社会的なものにしていく、こ
のフェーズです。そこに、この協同性の協調が
あるわけですね。そこは、もしかするとトーン
ダウンしていくようなまとめ方になっているの
ではないかという危惧がありまして、その点を
点目にお話ししたいと思います。お話しして
いくキーワードになる概念や大きな考え方は本
にも大体書いていますので、途中参照していく
本を気になる方はどうぞご覧ください。
　アクティブラーニングを初めて、私の研究や
実践の中で文章にしたのは2006、7年あたりで
した。それから2010年くらいから河合塾の調
査も始まって、ここらへんでだいたい一気に火
が付きました。2012年には、文部科学省の方々
1. アクティブラーニング論の歩みと学習と　 
成長パラダイム
1-1. アクティブラーニング研究と実践
　京都大学の溝上です。どうぞよろしくお願
い致します。今日はお招きいただきありがと
うございます。今日は何でもいいから、最近
思っていることを話していいということなの
で、ちょっと振り返って、今どういうところ
にいるのかを確認する時間にしたいと思って、
タイトルに「想い」をつけました（笑）。自分は
どこから来てここに至るのかという、そこだ
けは少し確認をしたいと思いましたので、そ
の話を最初にしたいと思います。アクティブ
ラーニング論の歩みと学習と成長です。
　2つ目に私の懐古話ばかりではだめなので、
9月に成果報告会をいたしますが、10年トラン
ジション調査というのを京都大学と河合塾で
やっておりまして、201年に高校2年生だった
人たち、全国4万5千人、400校に参加してい
ただいて、彼らが今大学2年生になっています。
去年大学1年生だったので、高校2年生の状態
がどれくらい大学1年生の11月12月まで引っ
張って影響を及ぼすか、あるいは及ぼさない
かという結果が出てきています。こういうテー
マにひっかけて、一つだけ大きい結果を速報
としてお見せしたいと思います。
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の目にも止まって質的転換答申の施策用語にも
なりました。
　私も、2010年くらいから本がありましたが、
回くらい大きく書き直してやっと2014年に出
したのが皆さんご存知の『アクティブラーニン
グと教授学習パラダイムの転換』です。これ出
た時には、大学に向けて書いた本でした。その
2か月後には下村前文科大臣の中教審への諮問
があって、学習指導要領改訂の目玉の一つにな
ると、こういう感じでつながって現在に至るわ
けです。
　今日は、最初の1章、私の邂逅に付き合って
いただきたいのですが、この名古屋大学の紀要
に書いたアクティブラーニング導入の実践的課
題という非常にプリミティブな論文があります。
みなさんネットで読めますのでぜひ興味があっ
たら読んでください。この時期から、意外と基
本的な視点はあったのだと、このスライド原稿
を作っているときに、懐かしくも驚きを持って、
読み直していました。どこに驚いているか、文
章をゆっくり読みますから一緒に聞いてくだ
さればと思います。客観的な外部の目で見れば、
教育の論文にこんなスタートで書き始める原稿
はなかなかないだろうと思いますが、お付き合
いください。
　「子ども・若者の人生形成にとって必要な知
識が、大人との関係のなかでどのように媒介す
るか、という側面を歴史的に考えるとき、少な
くともつの時代的変遷があったと考えること
ができる。すなわち、産業革命以降の『近代社
会』を中軸にして、それ以前が『前近代（プレモ
ダン）社会』、それ以降が『ポストモダン社会』
である。」これは2006年の原稿ですので後々後
期近代と置きなおしていって、いわゆる近代社
会がまだ終わっていないという議論が社会学で
出てきているのを受けて書き直していますが、
この時はポストモダンと呼んでいます。
　「概して言えば、伝統的社会としての前近代
社会では、子ども・若者は大人である親や近親
者、ひいてはコミュニティ所属の人々とともに
日常を過ごし、人生形成に必要な知識を彼らか
ら直接獲得した。その意味で、子ども・若者の
人生形成に必要な知識は、コミュニティ固有の、
世代から世代へと継承されてきた生きた知識で
あり、先達者である大人の所要範囲を超えない
ものであった。この構図においては、学校教育
は人生にとっての切実なかたちでは存在せず、
日々の共同生活こそが教育の場であった。」
　もちろん、支配者層の教育というのは別途あ
りますけれども、基本的には多くの人たちに
とっては日常で世代継承された知識、技術、技
能を身に着けていくことが人生、ライフだった
わけですね。生活、人生。「しかし、産業革命
以降、科学技術の開発・進展とともに都市化、
産業化が進み、それが人々の人生形成に深刻に
影響を及ぼすようになる（＝近代社会）。」これ
が近代社会とか工業化社会と呼ばれるわけです。
　「こうして、子ども・若者の人生形成におい
て必要な知識が、親や近親者、コミュニティの
範囲を越えて高度化していく。なぜなら、コ
ミュニティの近代化は外圧としてやってきたも
のであり、そのもととなる知識は、その意味で
親や近親者などのコミュニティの所有範囲をも
ともとから越えているからである。子ども・若
者の人生形成にとって、コミュニティの範囲を
超えた知識を学ぶことが必要となるところから
近代教育は始まるのであり、ひいては学校教育
が普及・一般化することになる。子ども・若者
は親や近親者、コミュニティを超えたところで
生成・発展する社会の知識を、学校という場で
教師から教えられ人生を形成していったのであ
る。今日、その学校教育における教師から子ど
も・若者への知識伝達ダイナミックスが十分に
機能しなくなっている（＝ポストモダン社会）。
理由はいくつもあるだろうが、概していえば社
会のあまりにはやい進展に、その文化継承の役
割を担うはずの学校教育が、カリキュラム、教
師の持つ知識など、さまざまな側面においてつ
いていっていない点を指摘することができる。
つまり、子どもや若者の人生形成にとって必要
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な知識が、親や近親者、コミュニティを越え
て社会へと拡がるところから学校教育（近代教
育）が一般的に普及したことと同じように、今
や子どもや若者の人生形成にとって必要な知識
が、学校教育で与えられる知識を量・質ともに
越えて、もう一つ幅広い世界へと拡がっている
のである。人はインターネットや各種メディア
を媒介として、学校以外の場でも知識を獲得す
ることが容易になり、学校教育だけが子ども・
若者の人生形成に必要な知識伝達をおこなう場
ではなくなったことも、このポストモダン社会
を理解する上では重要な視点である。このよう
な社会状況のなかでおこなわれる学校教育（大
学教育も含む）が、本稿の前提となるポストモ
ダン教育である。本稿は、ポストモダン教育に
おける重要な取り組みとなるアクティブ・ラー
ニングについて考察するものである。・・・」
　このように始まっていきます。
　先ほど副学長の先生がご挨拶の中でおっ
しゃったように、インターネット、ウェブ上で
ダウンロードができ、私たちは特に学者なんか
は誰もが感じていますが、書いたものが外に簡
単に出ていきます。人の書いたものも、いちい
ち本や論文をくまなく探して人が見つけられな
いようなのを見つけることが学者の価値という
時代もありましたが、今では、誰もが知にアク
セスしていきます。その読み方や理解の仕方も
当然ありますが、この論文を書いていた頃はそ
ういうのがまだ十分ではなかった時代です。そ
れでもインターネットの影響について書いてい
ましたので、それなりの影響があったと理解す
ることができます。
　この文章の中で、私が見ていたポイントを
大きく2つ説明したいと思います。1つは、教
育を変えていこうという背後にある流れとして、
大人との関係、あるいは人生形成における知識
や技能の習得、獲得、あるいは場合によっては
継承、そういった大人との関係において、人生
を生きていくのに必要な知識、技能の学習とい
うものの意味をこの時期に結構考えているとい
うことです。これが、2つ目のとこで大きく示
す、先ほどの10年トランジション調査の話に
もつながってきます。
1-2. 教授パラダイムから学習と成長パラダイ 
        ムへ
　子ども、若者の知識技能の習得、ひいては
キャリア形成を大人との関係の中で世代継承と
違う生成として捉えています。だから、先生は
いくら頑張っても生徒の学びは、先生を超えな
いといけないのです。大体、社会あるいは知識
習得、技能習得自体の構造が社会的にそうなっ
ています。つまり、学校教育、あるいは教室の
現場の教師と生徒との関係、教師は大人の代弁
者とよく言われましたけれども、そういう大人
を代表するひとつの媒介者としての役割を、昔
と比べた時に機能をはるかに超えてしまってい
るこの前提を、私たちがとれるかどうか。これ
が、スライドで示すように学習パラダイムの基
本です。つまり、教授パラダイムというのは先
生が知識の代表者であって、それを生徒に教え
て、生徒たちがわかったかわかっていないか先
生の理解にちゃんと近づいているかを確認して
いくというものです。ところが今は、基礎知識
としてのチェックは必要ですが、やはり先生が、
あるいは教科書的にいろいろな形でこうだと言
われていることを押さえながらいかに超えてい
くか。これが学習パラダイムの基本ですから、
そういうところにもこの話はつながります。
•
•
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　教授学習論としては、それは学びと成長パラ
ダイムとして結実していきます。学習パラダイ
ムが何かについては、BarrやTaggの95年の
論文を読んでいくのも一つ基本として良いと思
いますし、Tagg先生の200年の『ラーニング
パラダイム』という本がありますので、それを
読めばもっと面白いと思います。そういうのを
日本語で読みたいという人は、私のこの理論編
を読んでください。そこに2，ページでまと
めています。
　学習パラダイムで一つポイントになってくる
のが、生徒あるいは学生の学びそれ自体が成果
の指標になってくるということです。つまり、
先生が教えるこの知をどれだけ理解するか、習
得するかということをテストやレポート等で
チェックしてきた教育学習の力学を越えていく
ということです。そして、越えていくための
ファシリテーターになっていくのが、アクティ
ブラーニングの教師の役割としてかなり大きな
主張点になります。基礎知識のないアイディア、
議論、発表が非常に表面的で上っ面であるのと
同じように、教師の役割、知の役割が媒介しな
いと生徒のはみ出していくいろいろなアイディ
アは本物、充実したものにはなりません。そう
いう意味では、教師の役割がいくつか言われま
すが、ティーチャーとしていわゆる知を伝達し
てその枠の中で収まるような学習を越えないと
いけないけれど、枠はやはり作っておいて、き
ちんと先生の扱う知の範囲を、あるいは生徒か
らいろいろ出てきたときにちょっと知識の専門
家として勧誘するというか、そういう教師の
ティーチャーとしての役割、あるいは海外の
文献的にはknowledge…provider、information…
providerというようなそういう役割というのも
とても大事になります。そして、ファシリテー
ターです。この二つはとても大事だと思います。
　アクティブラーニングがいろいろ学習パラダ
イムに基づいて展開するといくら言ったって、
授業や講義がなくなるわけではないので、私は
講義というのは非常に大事なものだと思ってい
ます。限られた時間の中で多くの知を提供して
いく、knowledge…providerとしての教師の役
割を私はしっかり見据えていますので、講義を
否定する理由は何もありません。先生が講義の
うまい人だったら短い時間で生徒、学生をあっ
という間にこちらの世界に導くことができます。
　もう一つは、トランジションをもって、社会
に出ていく生徒、学生を育てるというトランジ
ションリレーですね。小、中、高、大と発達を
リレーしていくわけですが、そういうことを睨
んだときに、皆さんがここにおられるように聞
くというこの形態は社会人になってからあるわ
けです。そういう意味では、何も生徒が活動す
るだけで学習するなんていうことは、トランジ
ションの文脈からすると不十分で、やはり聞く、
あるいは座学できることも力としてはとても重
要です。もちろん、アクティブラーニングに非
常に関心の高い先生がアクティブラーニングを
かなり中心にしながら講義をほんの少しでやっ
ていく、そういう名人みたいな授業を私は大好
きですけれど、それを全ての一般化した話とし
ていくのは難しいと思っているところもありま
す。
　さきほども副学長の先生がおっしゃっていま
したが、知識の習得だけでなく、能力、特に初
等、中等教育の資質能力といわれていて、これ
は高等教育にも同じ言葉で通っていくのではな
いかと思います。要はコンピテンシーやスキル
の話ですね。こういうのも、ただ新しい社会に
向けて能力を求められているから育てていかな
いといけないということでなく、すでに私たち
が大人として、あるいは教師として伝えられる
知識や技能の内容だけで生徒、学生が将来力強
く仕事をしたり、社会を生きていったりするこ
とが十分にできないという状況の中で、新しい
ものに出会っていくための能力、あるいは新し
い状況、他者、問題解決など、私たちが教えら
れないところにどんどん出会っていって、それ
を自分の知として、あるいは技能として内面化
していくその媒介能力、それが関係性、コミュ
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ニケーション、マネジメントなど多様な文化に
接する態度ではないでしょうか。だから、従来
の知識、技能など基礎的なものを習得していく、
わかりやすくいうと課題に取り組んでいく忍耐
強い態度や計算ができることなどは、もちろん
従来の延長上で基礎として必要ですが、私たち
はすべて教えられないというこの状況を大前提
としながら、越えていくための能力を育ててあ
げないといけません。それも知というものをき
ちんと媒介して育てないといけません。そこに
皆さんおなじみの能力開発の意味があると思い
ます。こういうふうに理解しないと、この重み
がわからないと思います。従来の授業や教育を
なかなか脱却できない、あるいはしたくない先
生は、この話を十分に理解していません。そう
いうことがあると私は考えております。
　もうひとつ、先ほどの論文から、引き出され
るもう一つの話がアクティブラーニングです。
まず一つは、あの論文で私は何を見ていたのか
というと、結局、講義とアクティブラーニング
のコンビネーションを多くの大学教員や学部が、
非常に暗黙的に目指している動きを現場の感覚
として捉えていて、それを私が感じているだけ
では論文にならないので、それに相当する実践
的な研究論文を集められるだけ集めて整理をし
ました。これが2007年の名古屋大学の紀要で
す。その中で、一つ言えたことは、ポイントの
2つ目のところに書いていますが、多くの教員
が良い教育、授業をして学生を育てようとする
時に、講義を参加型に改善していくとかもっと
大胆に演習、プロジェクトなどを授業に絡めて
いくわけですよね。これは、たとえば終わって
からコメントシートやリフレクションシートや
授業アンケートなど学生を巻き込んでいく方法
は、90年代半ばぐらいからずっと進んでいて、
これはこれで一つ大きな転換点になりました
が、まだ不十分です。もっと学生たちがいろい
ろ課題を与えられて解いていったり議論をしな
がら問題解決をしていったり、講義の感想を書
くとか、自分はこんなこと思ったとかそんなこ
とだけでなく、もっと越えていくということを
目指す現場の実践の取り組みが全国で結構あり
ました。その中の論文や報告されたものを集め
てまとめたものが先ほど申し上げた論文ですが、
その中で、私が見たものは何かというと、カリ
キュラム空間を作っていこうとする取り組みが
結構多いということです。例えば90分授業の
大学はありますが、その講義科目の中で今私た
ちが推進しているような講義をして、ペアワー
ク、グループワーク、そして何回かに一回は発
表などもするようなことは、当時はまだ私の中
でも非常にハードルが高かったし、そこまでし
ている授業は少なかったです。
　ところが、特に理工系は特に多いですが、講
義科目、演習科目とカリキュラム上に並んでい
るのをただバラバラにするのではなく、例え
ばこの講義科目にきちんと連結する意味での演
習科目を置くとか、あるいは内容のすり合わせ
ができていて、連動もしています。そして、あ
る大学の取り組みでは、それをきちんと授業外
学習として行い、今でいうラーニングコモンズ
のような学習室を各学科、講座等で準備してい
ます。2005，6年くらいの話です。そのように、
すでにあった演習科目を講義科目とカリキュラ
ム上で連結させて、場合によってはラーニング
コモンズのように学習空間を支援として作って
いきながら、空間的にアクティブラーニングを
作っていくという取り組みがありました。
　演習科目の中でも、創成型科目のようにいろ
いろ作らせて学ぶというのは現象的な形態です
し、いずれにしても私たちがこういうプリミ
ティブな取り組みから読み取れるものは、本当
に学生を育てようと思って学習をさせようと
思ったら講義で、良い講義をしようという発想
だけではなくて、今の言葉でいう活用、探究と
いうところにどうしても向かっていこうとする
実践的な取り組みが、全然専門家ではない普通
の専門分野の人たちからも出てきます。そこを
私たちは読み取りたいと思います。もう一つ
は、今でいう活用、探究は、最近の政策の中で
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落ち着いてきた言葉で、活用、アプリケーショ
ン、探究、inquiryと言います。これらの言葉
は、ひとつひとつは確実的な論文の中でこれま
でいろいろ出てきていますが、わかりやすいで
すよね。特に初等、中等教育で今学習している
といわれている習得、活用、探究という大きな
学習プロセスという流れがありますけれども、
非常に大きなところの要所を抑えていて、最初
見たときはこんなに単純でいいのかと思ったり
もしました。しかし、百回くらい言っている間
に慣れてきまして、すっかり私の中では定着し
ましたが、いずれにしても活用というのは教科
の中で先生が与える問いとか課題に応じて、い
ろいろ問題解決に取り組んでいくことです。生
徒、学生のほうから自分たちで問いや課題を大
学でいったら卒業研究、あるいはプロジェクト
学習のように自分たちで課題を考えて作って、
それを調べ学習したりフィールドワークをした
り、あるいは実験をしたりして解いていくこと
ではなく、あくまで習っていることの一つ、講
義や専門分野の先生の科目の中で関連する問い
や課題に対しての問題解決です。他方で、今申
し上げたプロジェクト学習のように、大きな枠
は、例えば地域、文化、原発、何でもいいです
が、その中で生徒、学生が自分たちで問題関心
をもとに問いや課題を見出して、それについて
いろいろ問題解決していきます。そのいろいろ
と問題解決をしていくプロセスを教えたり、導
いていったりするのが難しいですが、まとめる
と、先生のほうから与えられる問いとか課題を
もとに問題解決をしていく学習と、先生の大枠
はあるけれど、生徒、学生から問い、課題が出
てきてそれについて取り組むことを。当時私
は「課題解決」と「課題探求」と、言葉を分け
て、かなり苦しんだ記憶があります。問題と課
題はどう違うのかとかですね。しかし、今はだ
いぶ解決しています。課題解決というのはあく
まで先生の枠の中でだけど、探究というものは
inquiryと違いますけれども、自由に問いや課
題を生徒、学生が設定していくことです。こう
いう知識、技能の習得、活用のコンビネーショ
ンということや、あるいは活用、探究が、非常
に暗黙的、無自覚的に取り組まれているいろん
な専門分野、文学、社会学、工学、農学、医学
など、そういった先生たちのレポート、論文の
中に、実はこういう概念がちりばめられていて、
それをまとめたというのが2007年の論文だっ
たわけです。
　これは、私がアクティブラーニングの講演
等々ではいつも見せている写真ですが、これ
はアメリカの研究大学の特に1，2回生とかで
よくやっている週回くらい授業があるうち
の2回あって、学生のセミナーを院生がTAや、
ハーバードだったらティーチングフェローと呼
ばれるようなそういうセミナーを行って、イン
プットだけでなく、アウトプットの時間を取っ
て、一つの科目、コースの中でコンビネーショ
ンを作っていきます。もちろん、，4年生に
なると、講義ばかり演習ばかりとかいうのもあ
りますが、できるだけこういう形態を作ってい
きます。これもだんだんアメリカのほうでも進
んでいくと、講義の60分の中で10，15分アク
ティブラーニングをいれていく先生も出てきま
す。いずれにしても、全ての大学でできている
というわけではありませんが、ただ講義とセミ
ナーのコンビネーションに私も実際に触れて非
常に感銘を受けたというか、共感しました。た
しかに、最終的には科目と演習科目のカリキュ
ラム空間のコンビネーションが必要だと思いま
すが、もっと手前の一つの授業の中で講義とア
クティブラーニングのコンビネーションが必要
だと思います。そして、それを週2，回に分
けていけたらなお良いので、2007年から，4
年は週複数回授業を講演の中では1回は言おう
として結構言ってきました。今クオータ制が進
んでいて週複数回という観点も出ています。そ
ういうのをアクティブラーニングという言葉を
通しては言っていなかったけれども、こういう
習得活用のコンビネーションを主張するために
この話をしてきたわけです。そういうことがあ
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りながらアクティブラーニングに火が付いてい
たという流れで、ここでは終わりたいと思います。
1-3. 協同学習としてのアクティブラーニング 
        との出会い
　2001年に関田先生の監訳された学生参加型
の授業という本があります。協同学習の実践ガ
イドという副題が付いています。これは有名な
ジョンソン兄弟の翻訳ですが、91年にその元
がありまして、実は91年にアクティブラーニ
ングというのがついていることをみなさんはご
存じでしょうか。これは私としては非常に興奮
した一つの事実でした。もちろん、当時2001
年の関田先生が訳された時期にアクティブラー
ニングというカタカナはまだ定訳としてありま
せんでしたので、関田先生の御研究の立場から、
協同学習、あるいは学生参加型と訳されていっ
たのはもっともな流れですが、ジョンソン兄弟
のこのタイトルの付け方から見ると、アクティ
ブラーニングの一つ上位としておいているなと
思います。上位概念ですね。上として置いてい
る、これは本人に聞いてそうだという話ではな
いですが、タイトルの付けかたから、一つ上位
概念を持っていることが理解できます。
　同じ91年に、私たちが主体的な学びと何
気なく使っている言葉と同じように、アメリ
カでもActive…learning、Active…participation、
Active…enrollmentなどいろいろな言葉があり
ますが、その中のアクティブラーニングという
のが非常に操作的に特徴を挙げられて概念化さ
れたのが同じ91年のBonwell…&…Eisonです。私
たちが古典と呼んでいるアクティブラーニング
の基本文献です。そこでは学生は聞く以上のこ
とを行う、これは講義をイメージしているので
すが、講義を越えろと言っています。全てアク
ティブラーニングにしていけなどという話では
ありませんが、やはり学習をつなげていくため
に聞くことを越えろと誰もが言うことですね。
それから、情報の伝達よりも学生の技能の発展
のほうに力点が置かれます。91年でこれを指
摘していることがすごいですね。
　学生は高次の思考を働かせます。私はこれを
認知プロセスと読んでいます。学生は活動に従
事しますが、これはアクティブラーニングの
基本的な考えでいう活動です。学生自身の態度
や価値の探究が強調されます。私は、上位概念
というだけでなく、全部アクティブラーニング
に入れ込みました。つまり、活用、習得、探究
に関しては、技法が協同学習もあれば協調学習
もある、PBL、IBL、TBL、ピアインストラク
ションなど、細かい技法を入れていくと200 ～
00あるといわれています。それをくまなく読
んでみるとどれも大体同じことを言っています。
あとは、専門分野や小学校、中学校、高校、大
学などで組み方、デザインが違うので、名前も
変わってきています。そういうことを一つ一つ
取り上げても先に進まないので、アンブレラ
タームとしてアクティブラーニングとしたのが
私の仕事になります。
　働くほうの協働は、文科省でいろいろな経緯
で使われるようになっています。安永先生や
関田先生は、協同の精神、仲間が心と力を合
わせて学びあうことであるとしています。グ
ループの学習効果を最大に引き出すために基
本的な精神、つまり、協調学習、collaborative…
learning、ジグソーなどは、一人でできないこ
とを二人、三人で取り組むことによって、もう
一つ質の高いところに成果を持っていくという
協調性を見出していきます。そういうことを目
指したcollaborative… learning　の定義がありま
すけれども、私の理解では、コオペラティブで
すね。関田先生等との協同学習というのは、や
はり人と人とが学びあうこの関係性、そしてそ
こに生まれてくる新しい価値創造、あるいは新
しい考え、そういったところに非常に大きな力
点があって、その成果、この関係性から浮き上
がってくるアウトプット、アウトカム、力点が
おかれているこの関係性、違いを理解していく
のはとても大事だと考えてきました。
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2.  10年トランジション調査の成果
　二つ目の10年トランジション調査の結果で
す。一つエッセンスだけですが、特に高校の先
生方が今日たくさん来られているので、高校の
先生方に向けてお話する内容かもしれないし、
あるいは大学においてこういう前提の高校生を
実は引き受けているんだ、引取っているんだと、
こういうことも根底にあります。つまり、話
の発端は、私たちは大学4年間である程度仕上
がっている学生を一から育てることはできるの
かということです。以前のように、例えば良い
大学に入って、いろんな経験を経て、社会に出
る時に大学のブランドとか、高卒より大卒みた
いな教育資格、学歴がものを言って、人生が決
まっていった、そういう時代ではなくなってき
ています。私たちは4年間一生懸命育てようと
してやっていますが、本当に育っているのかと
いう検証はなされていません。頑張った学生が、
例えば1年生の時どうだったのかは知りたいで
すね。
　私の見ているデータで明確に示せるほどない
ので、これから取っていきたいと思っています。
その全国調査として、400校で行ってもらって
いますが、私のデータを見てきた経験と、不十
分なデータだけれどもこの10年間取ってきた
データと、20年間京大で教えてきた経験から
言うと、1年生の時にダメだった学生が、4年
生の時に輝いているのは見たことがありません。
1年生の時に輝いていた学生がいろいろな事情
で挫折していくのはたくさん見ました。4年生
の時に輝いているのは、やはり1年生の時も良
かったと思うんですよ。もちろん、私の目の届
かないところで変わっていった1割2割の学生
や、あることをきっかけに人生が180度変わっ
たような学生がいるのももちろん知っています。
だけれども、全体として、今言ったような見方
というのがどうしてもぬぐえません。
　例えばオープンキャンパスや大学のプロジェ
クトを展開して、いろいろ全学的な取り組みに
駆り出されたり参加したりしてきて、そこにい
る学生たちを見ていつも思ってきたのは、「君
はいいよ」という学生ばかりが集まってくるこ
とです。オープンキャンパスなどでも写真とか
出ますよね。すごく輝いて取り組んでいるよう
な写真には、エース級ばかり映っています。そ
ういう学生たちももちろんもっともっと伸ばす
んですが、どれくらい伸ばせているのか、成長
させられているのかをもっと検証しないと、ア
クティブラーニングの背後にあるトランジショ
ンリレーが本気で進められません。そういうこ
とにつながるデータとして、文科省のいう資質
能力にかかわる項目を4つまとめて、それが高
校2年生と、同じ生徒が大学生になるとどれく
らい変わっているのかっていうのを見せたわけ
です。
　一つ目は「他者理解力」です。いろいろな人
たちの心や考えをきちんと踏まえられるか、あ
るいは異なる立場や考えを持つ人ともきちんと
つながっていけるか、このような他者を理解し
ていく力について聞いていきます。
　二つ目は「社会・文化探究心」と呼ばれるよ
うな、複数の項目で得点化されています。これ
は社会や文化に関係や関心を持っていろいろ取
り組んでいく力です。最近の生徒、学生は生ま
れた時から非常に個の生活が充実した環境で
育っています。バブル以前に育った、私の子ど
も時代やご年配の先生方はそうだと思いますが、
社会やコミュニティがあって個人がありました。
半数の者は高校から大学にかけて資質・能力は変わらない
京都大学・河合塾「通称10年トランジション調査」より速報
「変化無し群」を高→高、中→中、低→低とすると、変化無し群は全体の47-60%であった。
これより、高校2年生の時の資質・能力は変化しにくいことが明らかとなった。また、「成
長群」を低→中or高、中→高とすると、成長群は全体の23-24%であった。
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そこで求められるのが社会に適用することです。
これが人生を作っていったわけです。自分が何
をしたいとか、こんなことをしたいとかから人
生がスタートするわけじゃなくて、まず社会で
こういうことが必要で、こういうことをしてお
いたら人生なんとかなると、こういう感じで学
歴が学校トラックというのが進んでいきまし
た。そういうものの中から面白いものを見つけ
て自主的にいろいろ主体的に取り組んできまし
た。これが80年代以前の人生形成のダイナミッ
クスです。
　90年代以降はいろいろな意味で、例えばゲー
ムやインターネット、スマホ、LINE、あるい
は外に出てもコンビニなど、いろいろな人たち
との煩わしい関係をある程度避けながらでもそ
れなりにやっていくことができるようになりま
した。そういった中では、個というものが中心
になります。そういう中で育ってきた生徒、学
生が、非常に個としての社会、文化に関心が高
ければとてもいろいろな社会的な取り組みに参
加していけば素晴らしいことですが、そこに関
心がなければ、身近な世界、お友達の世界だけ
で満足してしまって、なかなか外に出てきませ
ん。これに私たちは苦しんでいるわけですよね。
もとから社会というものが遠い上に、そこにつ
ながっていこうという態度も見えません。そん
な生徒、学生を私たちは本当に社会に送り出し
て、なんとかやっていけると思っているのかを
本気で考えなければなりません。そういうとこ
ろにつながるのが「社会・文化探究心」です。
　それから「計画実行力」というのは、これは
旧来の学力のようなものです。いわゆる勉強に
しっかり取り組んでいるとか、計画を立ててき
ちんと目標を立ててやっていくとかです。ある
いは課題に忍耐強く取り組むとか、そういった
勉強ができる人が普段とっているような計画的
な行動とか、ストレスとか嫌なこととかあって
もきちんと課題に取り組んでいく力とか、こう
いうのを「計画実行力」と呼びます。京大生は
ものすごく得点が高いです。最後が「コミュニ
ケーション・リーダーシップ力」です。これは
アクティブラーニングが一番求めるもので、議
論する力や発表する力、自分の考えを述べてい
く力などです。
　2つだけ大きな結果を述べると、一つは「他
者理解力」は少し見えにくいですが、高校2年
生の段階で高群が非常に多いです。非常に多く
の、半分以上の人が高群です。だから対人関係
で、高校2年生の段階でつまずいているような
生徒は多くはないという非常にいい結果です。
もちろんそういう人たちが同じ基準で大学1年
生の11月、12月に圧倒的に高群のまま移行す
れば、これはいい結果です。だけど、残りの
つはそう単純ではありません。高群、中群、低
群とまんべんなくいますし、御覧の通り、右上
のところに書いてある変化なし群、成長群とい
う2つのカテゴリーがありますが、変化なし群
というのは低群の人は低群、中群の人は中群、
高群の人は高群のまま移行したということで
す。もちろん割合で見せているのは皆様向けと
いうか一般向けの方に作りなおしているグラフ
であって、実際には階層重回帰とか構造方程式
モデルで分析しているものが専門向けにはあり
ます。その結果をわかりやすくグラフにしてい
るのを説明に使っています。こういう低群低群、
中群中群、高群高群の割合をまとめると、全体
でみると大体47%から60%はそのままいってし
まいます。低群の人が中群、高群、そして中群
の人が高群になる。これを成長群と定義して割
合を見たら、2 ～ 24％です。つまり、変わっ
ているのは2割くらいで、なかなか変わらない
ということです。
　こういう結果が出てくるときに私たちはどう
受け止めるのかということですね。私はこの
結果を、19歳，20歳になった大学生がそんな
に変わらないのだということを主張したいがた
めに使っているわけではありません。変わると
思います。ただ、大学にもよりますが、ほとん
どの大学は、学生に教育をするときに担任制は
あっても担任という形で高校生のように一人ひ
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とりを見ているわけではありませんし、顔も名
前もわからないような状況で目の前にいるよう
な、よく知った顔がいるなという感じでしか教
育してないわけです。そういう中で学生が、一
人ひとりが本当に育っていくということを見て
いくときに、一人ひとりの自立あるいは変化に
対する感受性や志向性が育っていないとなかな
か難しいものがあります。
　企業の人たちも、自分たちは研修で彼らの人
生を180度変えることができるとよく言ったり
します。ひっくり返って辞めていくということ
もありますが、いずれにしても年がいってから
でも変わることはできると思います。変わるた
めのレディネス、そういったことも問題だと受
け取ってください。この現状で、私たちが高大
接続を考えていかなければならないということ
です。
　高校の先生方、大学の方もこういうことを
知っておいてほしいのですが、去年の教育課程
企画特別部会の論点整理というのが一つ大き
なまとめで、それでずっと2015年度は進んで
きたわけですね。その時にこれをアクティブ
ラーニングとみなしていきましょうという一つ
の定義ができました。それは「課題の発見、解
決に向けた主体的、協働的な学び」です。私は
最初これを2014年の11月に見たときに、なん
だこれはと思いました。アクティブラーニング
は学術的に、あるいは先ほど見せたBonwell…&…
Eisonとか、これまでいろいろ見てきたものと
全然違っていたので、ずいぶんとまどったのを
覚えています。文科省政策、行政政策っていう
のは例えば今現行の学習指導で言語活動の充実
政策がありますが、そこに習得、活用、探究も
入ってきて、学力の三要素も入っています。そ
ういうことを考えていったら、新しく改訂され
る学習指導だけで概念やいろいろな説明をして
いくことは、できないのだと思いました。そう
いう意味では、例えばこの定義を見たときに私
が思ったのは講義一辺倒を脱却する、聞くとい
う学習を超えるところでのアクティブラーニン
グというニュアンスがまるでないということで
す。それはアクティブラーニングと呼ぶほどの
内容になっているのか。ただ、活動ということ
を異常に重視したり、あるいは言語活動の充実
施策で講義一辺倒の授業を脱却すると説明がな
されているんですよね。私は全体としては施策
もきちんと説明をしていると、このようにいろ
いろ途中途中の注釈をつけながら大きくは理解
して、支援をしているわけです。
　ただ、これが論点整理で最大の功績だったと
いうわけですね。つまりアクティブラーニング
をこれだけで理解したら、とんでもない方向に
いってしまうわけですが、アクティブラーニン
グを通して目指される学習として、習得、活用、
探究という学習プロセスの中で問題発見解決を
念頭においては深い学びの過程が実現できてい
るかどうかという注釈がつきました。つまり、
この文章を読んだときにある論者、あるいは
ジャーナリストの人が、アクティブラーニング
というのは探究的な学習のこと、つまり、プロ
ジェクトや総合的な学習の時間などそういうこ
となのだと説明している人や文章があって、馬
鹿言うんじゃないと思いましたが、ただ、やは
り習得ですね。教科書レベルあるいは基礎知識
を学ぶ課程の中にもペアワーク、グループワー
クがあって、自分を表現することを通して、頭
の中にある知識を整理したり、つながりの中か
ら自分で疑問、あるいは課題の発見をしたりと
いう、習得レベルにおいてもアクティブラーニ
ングはあるわけです。大学でいえば講義科目、
演習科目あるいは卒業研究など全てに絡んでい
る探究だと思います。深い学びに、最後はつな
がっていかなければなりません。
　やはりアクティブラーニングは、私の理解で
は活動と認知ですね。いろいろ書いて発表する
という活動をとりながら、頭の中も精一杯働か
せる。それを、Bonwell…&…Eisonは高次の認知、
分析とか評価とか創造と言い、大きく頭の中の
認知過程を働かせると言っていいと思いますが、
活動と認知を精一杯充実する形にしても、学習
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の成果をアウトプットさせると、君の一生懸命
やっていた学びの姿の出てきた姿がこれかとい
うようなのはありますよね。一生懸命やっても
結局出てきたものは非常に理解としては低いも
の、あるいは面白くないものはあるわけです。
だから、私はアクティブラーニングを良い形で
行っても、必ずしも私たちが期待する深い学び
につながるとは限らないということを非常に強
調してきて、アクティブラーニングをしっかり
しながらも深い学びに落とし込んでいくいろい
ろな課題の与え方、あるいはアセスメント、評
価をしっかり行っていくという話にして学習論
として作ってきたわけです。
　本学の松下佳代が、ディープアクティブラー
ニングという本を出しています。意図はわかり
ますよね。アクティブラーニングとディープが、
重なるところもあるけれども別物だという理解
を、私たち二人はしています。そういうところ
に深い学びというのがあります。だからアク
ティブラーニングをしながら、きちんと実現す
るところに向けていくのだという説明をしてい
ます。
　それから、他者との協働や外界との相互作用
を通じて自らの考えを広げ、深め、対話的な学
びの過程が実現できているかどうか。子どもた
ちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの
学習活動を振り返って次につながる主体的な学
びの過程は実現できているか。初等・中等教育
の中では関心を鍛えるとか、主体的な学びと言
われてきています。ところが、5月以降の高等
学校部会の資料では、これが取れています。も
う今後多分出てこないのではないかと思います。
そしてこれが上にあがって、アクティブラーニ
ングというのをこうなったと。特に線を引いた
つですね。これがキーワードとして、つの
視点として今説明されています。その説明の中
で出てくる図がこれです。多分これが、最終答
申につながっていくのではないかと言われてい
ます。
　私は、これがあってアクティブラーニングを
きちんと良い学習として落とし込んでいくとき
のつの観点と言われたらよく理解はできます
が、これがアクティブラーニングだと言われた
ら、少し違うのではないかと思うところが出て
きます。一番思うのは、ここです。この深い学
びをアクティブラーニングの中に入れるかどう
か。最新の、企画課の現場の責任者が書いてい
る文章がありますが、深い学びを中に入れ込ん
でいくのは非常にいろいろな疑問もあるだろう
と思います。ただ、アクティブラーニングの中
に深い学びがまったく入っていないわけでもあ
りません。
3． 学習における協働性・協同性を確認して
　活動と認知の中に認知があり、これを深い学
びととらえる学者がいます。それについてつ
紹介します。一つ目は、論点整理の資料に紹介
されている施策に結構よく使われているもので
すが、深い学習を動詞で説明するとBiggs…and…
Tang っていうニュージーランドの学者が出し
ているある本の図を例に示すと、結局浅い学習
というのは、この辺で終わっている学習なんで
すよね。記憶する、名前を挙げる、あるいは用
語とかですね。それから文章を理解する、言い
換える。こういう非常に低次の活動、そのまま
の活動を取るのが浅い学習です。深い学習とい
うのは、高次の認知、高次の思考と言われるよ
うに、例えば適用する、活用のことです。原理
と関連付けるとか説明するとか、こういうこと
教育課程部会（高等学校部会）（2016年5月9日）
アクティブ･ラーニングの３つの視点
「深い学び」
「対話的な学び」
「主体的な学び」
各教科等の見方・考え方につなぐ学力の三要素 資質･能力
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ばかりでなく、全ての学習行動があるものだと
説明した、なかなか良い置き換えだなと思って
紹介しました。
　例えば関連付けるというのは、ディープラー
ニングの、いろいろな立場の人たちが共通して
取っていく結構なポイントです。それは、浅い
学習とは、要は暗記のことなので、それを深め
ていくときに何がまず初発のポイントになるか
と言ったら、やはり関連付けることになります。
有意味学習と専門的に言われる、意味をとっ
ていく学習のことです。意味とは何かといえば、
今までつながっていなかった二つあるいは三つ
以上のものが、何かの学習や思考を通してつな
がっていくときに、私たちは意味がわかったと
か、そうだったのかと気づきます。これをいろ
いろつなげていく活動を学習として行います。
つまり、頭の中にあるこれまで学んできたこと、
既有知識、経験、あるいは日常感じている素朴
な疑問や信念など、表現を通せばいろいろ出て
きます。いろいろなことをつないで、文章化し
ていったり表現していったりすれば、ただ聞い
て分かったか分かっていないかという感覚を持
つだけ以上の深い学習になっていきます。
　それと同じような感覚で、課題や先生の問い
などを元に関連付けたり、ある問題を与えられ
てそれに活用・適応したりしながら、つないで
いく種類を増やしていくことが深い学習の言い
換えです。これを、私は深い学習の言い換えと
して紹介しましたが、認知プロセスの外化と紹
介したつもりは全然なく、認知を一生懸命働か
せるというのはこういうことだという説明は実
は結構なされています。認知プロセスの外化の
手前には内化があり、思考があると。活動だけ
ではアクティブラーニングはとんでもない方向
に行くけれども、この認知のプロセスの外化と
いうのが溝上の定義にはあってよかったと思い
ます。つまり、外化をしていくというのは、外
化をする過程で中が整理されていくことであり、
それが戻ってきて内化する、それが深い思考で
す。先ほどのBiggs…and…Tangにつながります。
　松下は、内化に費やされ外化といえば記憶し
た知識を試験で吐き出すことぐらいしかなかっ
たのに対し、アクティブラーニングは認知プロ
セスの外化を学習活動の中に正当に位置付けま
した。これはアクティブラーニングの功績です。
だが、外化のない内化が上手く機能しないのと
同じように、内化のない外化も上手く機能しま
せん。内化なき外化は盲目であり、外化なき内
化は空虚です。非常に恣意的ですが素晴らしい
ですね。石井さんという教育学研究科の同僚で、
松下の後輩になりますが、彼は内化・外化とは
言っていませんが良いことを言っています。習
得・活用・探究というように外に広げていく学
習のプロセスは、結局最後は習得レベルに戻っ
ていって、教科書をただ一生懸命やる時間だけ
で終始するのではなく、活用や探究や、そこに
思考力・判断力などを使っていくことによって、
最終的には習得レベルも多角的に、別の観点か
らより理解していくことにつながります。活
用・探究していけばいろいろな視点を通って行
きますから、角度を変えて同じ現象を理解しな
おすことによって深い理解につながるというこ
とは当然あります。彼はこれを機能的な習熟と
呼んでいます。そういうことを考えると、結局
表現を突き詰めていくと内化になっていくとい
うか、内化を豊かにしていくことにつながりま
す。
　今説明してきたのは、Deep…Approach…to…
Learningと呼ばれている、深い学習へのアプ
Reference：
Biggs, J., & Tang, C. (2011). Teaching for quality learning at university. 4th ed. Berkshire: The Society for Research into 
Higher Education & Open University Press.
学習活動の「動詞」から見る学習への深い・浅いアプローチ
教育課程企画特別部会『論点整理』（2015年8月26日）の参考資料
*Biggs & Tang（2011）より。詳しくは下記の本を参照
深い学習
＝認知プロセスの外化
溝上慎一 (2015). アクティブラーニング論から見たディープ・アクティブラーニング 松下佳代・京都大学高等教育研
究開発推進センター (編) ディープ・アクティブラーニング－大学授業を深化させるために－ 勁草書房 pp.31-51.
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ローチと訳される、深い学習に向かっていく行
動の特徴を説明してきました。ところが、理解
という最後の落ち着いた成果としての、深い学
習があるわけです。McTighe、Wiggins…の知の
構造は有名ですが、結局最終的にはつないだと
いうだけでなく、一般化、概念化、原理化して、
より階層的に水準を変えて、多角的に理解して
いくところにつながっていきます。学習内容の
理解です。これをアクティブラーニングと呼ぶ
には少しやりすぎだと思います。そういう意味
でははみ出る部分もあるので、深い学習にいく
といっても、いろいろな学術的に言われている
深い学習を全部拾っていると取る必要はないの
かもしれません。ずいぶん文科省寄りに書いた
りしていますが。
　文科省はもう一つ進めます。アクティブラー
ニングのつの視点を各教科等の見方・考え方
というものにつないでいくということが重要
だと、話が非常に構造的複雑になっていきます。
この背後にある不安というのはわからないので
はありません。アクティブラーニングを推進し
ていくことによって、教科学習あるいは、いわ
ゆる学力的なものが落ちていくといういろいろ
な関係者、あるいは議員さんたちの不満や苦
情もたくさんあって、特に初等中等教育ですか
ら、しっかり落としていかないといけないとい
うことになるのはわからなくもありません。深
い学びが入っていくのは随分私も混乱しました
が、今みたいな考えだったらまだ理解できます。
ただ、各教科との見方や考え方を見ていくと不
安が高まります。
　例えば、見方・考え方とは何かです。例えば
国語科、小学校・中学校・高校と全部含めてな
ので、そのぶん抽象度が非常に高まっています
が、創造的論理的思考、感性、情緒、他者との
コミュニケーションの側面から言葉の働きに着
目して、言葉をとらえ、自分の思いや考えを深
めること、国語だったら了解可能な範囲です
ね。しかし、算数、数学となると、離れていき
ますね。事象を数量や図形及びそれらの関係な
どに着目してとらえ、論理的、統合的、発展的、
体系的に考えることです。イメージしているの
は全国学力調査のB問題、あるいはPISA型で
す。アクティブラーニングなどをしっかりやら
なくても、いろいろな問題を与えることによっ
て、これは解けるようになると思います。
　実際、私がこの一年間の中で全国学力調査の
首位権というのがありますが、確かにこういう
授業や、学習をしていたら点数が高いだろう
なと思うほど、非常に素晴らしい取組みもあり
ました。しかし、グループワークをしていると
きの資質能力を育てるポイントがそこにあるか、
発表もまとめたものを棒読みしているだけに
なっていないかは重要です。それでも、おそら
く思考は育っていますが。そういう意味で、協
同や対話という学習を、社会的なものにしてい
くというアクティブラーニングの一番強調点が
なくても、たぶんできると思われること、これ
がひとつ大きな不安です。理解、自然の事物、
現象を、質的・量的な関係や時間的・空間的な
関係などの科学的視点で捉え、比較したり関係
づけしたりするなど、科学的に探究する方法を
用いて、多面的・総合的に考えることです。
　そうはいっても一番懸念するのが深い学習で
す。現場の責任者が最近書いたある教育雑誌の
説明では、主体的対話的があり、深い学びがあ
るという「主体的→対話的→深い」という順序
で説明をしています。しかし、高等学校部会で
これから使っていきたいと考えている図がこれ
で、「深い」からスタートしています。これで、
Reference: 松下佳代・京都大学高等教育研究開発推進センター (編) (2015). ディープ・アクティブラーニ
ング－大学授業を深化させるために－ 勁草書房
それでもはみとくに出る部分もある。「深い理解」
アクティブラーニング
①＋深い学習
②＋深い理解
マクタイとウィギンズの知の構造
事実・知識
原理・一般化
転移
概念化
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各教科をつなげていったとき、一番懸念するの
は、教科主義に戻るのではないかということで
す。私たちはなんのために学校教育あるいは学
習を生徒・学生にさせているのかという基本を
問い直して、学習パラダイムに、そして最初に
戻って社会の転換を、ポストモダン、後期近代
と考えてきたわけです。思考を発展させるのは
大事ですが、やはり一人、あるいは先生との関
係だけで乗り越えていけるものではなく、先生
と学生の学習力を作り能力を作っていくための、
一つの提言としてアクティブラーニングはある
わけです。
　教科の学習が大事なのは、基礎として当然で
すが、やっぱそこを超えていく新しい課題があ
ります。そこに私たちが本気で向かえるのかと
いうことです。危惧で終わればいいと思いま
す。かつ、習得活用探究という学習プロセスは
かなり根付いているので、しっかり活用探究ま
でやっていくだろうと考えたら、大丈夫かと思
いたいところもあります。そうは言っても、
つきちんと並んでいますので、現場はこの順序
をあまり重く受け止め過ぎずに、きちんとバラ
ンスよく学習を作っていってくれれば、溝上は
こんなことを言って不安がっていたなと、それ
で終わるかもしれません。ただ、時代の課題は
はっきりしているので、施策は施策で、あとは
私たちが現場を作っていくわけですから、その
現場の理解が大事だと思います。以上です、ご
清聴ありがとうございました。
